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こ
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＆
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ふるさと

第①回

▼
共
通
す
る
「
間
」

い
つ
の
間
に
か
２
０
１
９
年
に
な

っ
た
。
し
か
も
す
で
に
１
月
28
日
。

単
純
な
物
理
学
で
は
、
時
間
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
人
間
に
、
公
平
に
や
っ
て

来
て
通
過
す
る
。
実
は
、
人
間
は
、

時
間
に
乗
っ
て
い
る
と
も
思
え
る
が
…
。

こ
こ
に
あ
る
「
時
間
」
と
「
人
間
」

に
触
れ
た
い
。
両
者
に
は
、「
間
」
が

含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
中
国
語

に
派
生
し
た
日
本
語
で
あ
る
が
、
中

国
語
の
そ
れ
ら
に
は
そ
の
共
通
性
は

な
い
。
ど
う
や
ら
、
日
本
人
の
感
覚

に
由
来
す
る
も
の
と
い
え
る
。
そ
れ

ぞ
れ
、「
時
の
間
」、「
人
の
間
」
で
あ

り
、
そ
れ
は
、
文
字
通
り
、「
時
と
時

の
間
」、「
人
と
人
の
間
」
で
あ
る
。

時
は
、
あ
る
一
瞬
を
意
味
す
る
が
、

「
時
間
」
と
は
、
例
え
ば
２
０
１
９
年

は
、
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

の
時
の
流
れ
を
意
味
す
る
。
で
は
、

人
間
の
意
味
は
？
私
と
い
う
人
は
、

ほ
か
の
人
と
い
う
違
う
人
と
の
間
に

い
る
存
在
で
あ
り
、
私
一
人
を
消
し

て
も
人
と
の
人
の
関
係
は
残
る
。
そ

れ
こ
そ
が
、
一
人
で
な
く
共
に
生
き

る
「
人
間
」
と
い
う
言
葉
の
所
以
で

あ
る
。
私
た
ち
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
今

日
の
時
や
時
間
を
背
負
っ
て
お
り
、

そ
れ
が
暮
ら
し
と
な
り
、
社
会
と
な

る
。
そ
し
て
、
人
間
の
暮
ら
し
の
場

と
し
て
の
空
間
が
あ
る
。

こ
の
「
空
間
」
に
も
「
間
」
あ
る
。

私
が
、
生
ま
れ
た
時
、
私
が
生
ま
れ

た
地
、
そ
こ
に
は
「
人
」
が
居
た
。

つ
ま
り
、
生
ま
れ
た
時
に
は
、
す
で

に
、「
人
間
」
が
い
て
、「
空
間
」
が
あ

っ
た
。
同
時
に
、「
時
間
」
が
始
ま
っ

た
。
そ
し
て
、
人
生
が
始
ま
っ
た
が
、

そ
の
地
に
愛
着
や
思
い
出
が
で
き
る

と
「
故
郷
」
と
な
る
。
そ
れ
は
、
特

別
な
「
空
間
」
で
も
あ
る
。

▼
ふ
る
さ
と

「
故
郷
」
は
、
生
誕
の
地
を
い
う
の

で
は
な
い
。
既
述
し
た
よ
う
に
、
愛

着
と
思
い
出
が
重
要
で
あ
る
。
確
か

に
、「
第
二
の
故
郷
」
と
い
わ
れ
る
地

も
あ
る
。
故
郷
は
、「
ふ
る
さ
と
」
と

も
書
か
れ
る
。
Ｐ
Ｃ
で
「
ふ
る
さ
と
」

と
入
力
す
る
と
、
古
里
、
故
里
、
古

郷
な
ど
が
現
れ
る
。
ひ
ら
が
な
の
「
ふ

る
さ
と
」
は
、
そ
う
し
た
漢
字
表
記

の
含
意
が
あ
る
。

▼
ふ
る
さ
と
Ｓ
ｏ
ｍ
ｅ
ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ

本
コ
ラ
ム
は
、
ふ
る
さ
と
に
Ｓ
ｏ

ｍ
ｅ
ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
を
付
け
て
い
る
。

で
は
、
そ
の
対
象
は
何
で
あ
ろ
う
か
？

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
相
対
性

理
論
を
構
築
し
、
時
間
と
空
間
を
つ

な
ぐ
新
機
軸
の
物
理
を
啓
い
た
。
そ

れ
は
、
人
間
は
、
宇
宙
の
中
の
一
部

の
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
か
も
限
定
さ
れ
た
時
間
と
空
間
に

存
在
す
る
も
の
で
あ
る
と
…
。
確
か

に
、
私
た
ち
は
、
移
動
し
て
も
地
球

上
に
あ
り
、
宇
宙
飛
行
士
で
も
地
球

に
戻
っ
て
く
る
存
在
で
あ
る
。

ソ
ユ
ー
ズ
で
１
年
間
も
宇
宙
に
滞

在
し
た
人
は
、
宇
宙
が
第
二
の
ふ
る

さ
と
」
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
な

ぜ
な
ら
、
愛
着
と
思
い
出
が
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ふ
る
さ

と
Ｓ
ｏ
ｍ
ｅ
ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
の
対
象
は
、

宇
宙
も
視
野
の
う
ち
で
あ
る
。

▼
現
実
的
な
ふ
る
さ
と

　
Ｓ
ｏ
ｍ
ｅ
ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ

現
実
に
目
を
移
す
と
、
ふ
る
さ
と

は
、
一
般
に
は
、
地
方
出
身
者
の
愛

着
と
思
い
出
の
地
を
指
す
こ
と
が
多

い
。
そ
の
ふ
る
さ
と
に
も
、
二
つ
の

と
ら
え
方
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
一

つ
は
、「
捨
て
た
ふ
る
さ
と
」
で
あ

り
、
も
う
一
つ
は
「
郷
愁
の
ふ
る
さ

と
」
で
あ
る
。

最
初
の
「
捨
て
た
ふ
る
さ
と
」
は
、

厳
し
い
現
実
の
意
味
合
い
が
あ
る
。

中
学
や
高
校
を
卒
業
し
て
、
都
会
に

出
た
人
が
抱
く
ふ
る
さ
と
で
あ
り
、

第
二
の
ふ
る
さ
と
が
も
は
や
「
都
会
」

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
中
学
や
高
校

ま
で
の
ふ
る
さ
と
は
、
確
か
に
思
い

出
の
中
に
は
あ
る
が
、
残
念
な
が
ら

▼
大
都
市
人
口
集
中

ふ
る
さ
と
再
生
が
テ
ー
マ
本
コ
ラ

ム
の
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
そ
の
場
合
、

二
つ
の
ふ
る
さ
と
を
「
地
方
」
と
呼

ん
で
も
い
い
。
東
京
を
中
心
と
す
る

首
都
圏
に
は
、
２
０
１
８
年
の
統
計

で
、
３
５
４
４
万
人
が
住
ん
で
い
る

と
い
う
。
関
西
圏
に
は
１
７
９
８
万

人
。
つ
い
で
中
京
圏
に
は
１
１
１
１

万
人
で
あ
る
と
い
う
。
以
上
の
三
大

都
市
圏
に
は
、
６
４
５
３
万
人
が
住

み
、
総
人
口
の
５
１
．
５
％
に
当
た

る
。
こ
れ
以
外
の
地
方
圏
で
は
、
６

０
６
８
万
人
で
あ
る
と
い
う
。

日
本
の
人
口
は
、
東
京
中
心
の
首

都
圏
へ
一
辺
倒
に
集
中
し
、
マ
ン
シ

ョ
ン
暮
ら
し
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。

結
果
、
大
都
市
圏
に
誕
生
し
て
生
活

し
て
い
る
人
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
首
都
圏
の
街
が
「
ふ

る
さ
と
」
の
人
も
増
え
て
い
る
。

▼
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

ふ
る
さ
と
Ｓ
ｏ
ｍ
ｅ
ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
の
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
は
、
方
位
の

Ｎ
（
北
）
Ｅ
（
東
）
Ｗ
（
西
）
Ｓ

（
南
）
を
綴
っ
て
意
味
づ
け
て
い
る
。

首
都
圏
は
、
文
字
通
り
政
治
や
経

済
、
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
局
面
の
中
心

と
な
り
発
信
し
て
い
る
。
ど
う
し
て

も
、
首
都
圏
中
心
の
空
気
感
が
大
局

と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
コ
ラ

ム
で
は
、
日
本
や
世
界
の
東
西
南
北

か
ら
の
地
方
再
生
へ
の
有
意
な
話
題

を
提
供
し
た
い
。

多
様
性
の
時
代
、
さ
ら
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ

と
Ａ
Ｉ
が
進
行
す
る
現
代
社
会
に
お

い
て
、
そ
れ
を
受
容
す
る
側
面
と
そ

の
過
度
な
増
加
を
緩
和
し
て
、
真
の

多
様
性
を
つ
く
り
出
す
余
裕
や
解
決

策
を
と
る
こ
と
も
必
要
と
な
る
。
そ

の
時
間
的
な
余
裕
を
創
り
出
し
た
い

が
、
こ
れ
は
持
続
可
能
な
地
方
再
生

に
つ
な
が
る
方
法
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

▼
ふ
る
さ
と
再
考
＆
復
権

冒
頭
に
、「
空
間
」
に
触
れ
た
が
、

空
間
は
天
と
地
の
間
の
場
で
あ
る
。

そ
れ
は
高
く
広
い
場
で
あ
る
。
遠
く

か
ら
故
郷
を
見
る
と
、
ど
う
だ
ろ
う
。

天
と
地
に
は
隙
間
は
な
く
一
点
に
見

え
る
。「
ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
思
う
も

の
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
も
は
や

天
と
地
は
一
体
視
さ
れ
、
同
時
に
愛

着
も
あ
り
、
大
切
な
場
所
と
な
る
。

「
ふ
る
さ
と
」
を
切
り
捨
て
る
の
で

は
な
く
、
新
し
い
視
点
で
、
ふ
る
さ

と
の
象
徴
で
あ
る
地
方
を
復
権
さ
せ

た
い
も
の
で
あ
る
。

土
地
が
あ
り
自
然
が
あ
る
地
方
の

も
つ
資
源
を
活
か
す
方
法
に
は
、
本

紙
の
主
題
で
あ
る
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
、
す
な
わ
ち
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
利
用
が
あ
る
。
地
方
こ
そ
が

そ
の
適
地
で
あ
り
、
目
標
と
し
取
り

組
み
、
実
践
す
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
重
要

な
対
象
先
で
あ
る
。
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
で
も
あ
る
は
ず
だ
。

【
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
】

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
で
、
２

０
１
５
年
９
月
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
で

採
択
さ
れ
た
先
進
国
・
途
上
国
問
わ

ず
２
０
３
０
年
を
年
限
に
達
成
す
べ

き
国
際
目
標
で
、
貧
困
や
教
育
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
、
都
市
、
気
候
変
動
な
ど

１
７
項
目
を
掲
げ
、
１
６
９
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
で
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。
日

本
の
計
画
で
は
、
技
術
革
新
に
よ
る

未
来
社
会
の
推
進
、
地
方
創
生
・
循

環
型
社
会
の
推
進
、
次
世
代
人
材
の

育
成
や
女
性
活
躍
の
強
化
を
柱
と
し

て
い
る
。

愛
着
の
程
度
は
弱
く
な

っ
て
い
る
。

第
二
の
「
郷
愁
の

ふ
る
さ
と
」
は
、
そ
の

通
り
、
愛
着
と
思
い
出

の
あ
る
地
と
し
て
の
ふ

る
さ
と
で
あ
る
。
そ
れ

は
、
い
ま
住
ん
で
は
い

な
い
が
、
熱
い
想
い
が

あ
り
、「
故
郷
」
と
い

う
に
等
し
い
感
情
が
あ

る
。こ

う
し
た
、
ふ
る
さ

と
の
話
題
も
Ｓ
ｏ
ｍ
ｅ

ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
と
な
る
。

人口集中をカルトグラムで図示するとすると分かりやすい


